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特集特集
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
地
域
生

活
支
援
事
業
、
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障

害
児
入
所
支
援
等
も
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
⑵
障
害
支
援
区
分
の
創
設

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
為

に
、
障
害
者
の
心
身
の
状
態
を
総
合
的
に

示
す
区
分
と
し
て
障
害
程
度
区
分
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
障
害
程
度
区

分
で
は
実
際
の
様
子
と
比
較
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
度
が
低
く
現
れ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
同
じ
障
害
区
分
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
異
な
る
等
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障
害
程

度
区
分
を
障
害
支
援
区
分
に
改
め
、
平
成

26
年
4
月
か
ら
施
行
し
ま
す
。
障
害
支
援

区
分
は
「
障
害
者
等
の
障
害
の
多
様
な
特

性
そ
の
他
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
必
要

と
さ
れ
る
標
準
的
な
支
援
の
度
合
を
総
合

的
に
示
す
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
区
分
」
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
名

称
の
改
正
に
加
え
、
知
的
障
害
や
精
神
障

害
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
制
度
施
行
3
年
を
目
処
に
、
障
害
支

援
区
分
の
認
定
を
含
め
た
支
給
の
あ
り
方

に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

⑶
障
害
者
に
対
す
る
支
援

①
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
の
拡
大

　

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
は
、
重
度
の
肢

重
点
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域

生
活
へ
の
移
行
を
円
滑
に
進
め
る
対
象
と

し
て
、
保
護
施
設
や
矯
正
施
設
に
入
所
し

て
い
る
障
害
者
が
厚
生
労
働
省
令
に
よ
り

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
地
域
生
活
支
援
事
業
の
追
加

　

市
町
村
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事

業
の
必
須
事
業
に
４
つ
の
事
業
が
追
加
さ

れ
ま
す
。
①
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
研
修
・
啓
発
、
②
障
害
者
や

そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
が
自
発
的
に
行

う
活
動
に
対
す
る
支
援
、
③
市
民
後
見
人

等
の
人
材
の
育
成
・
活
用
を
図
る
た
め
の

研
修
、
④
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
養

成
等
が
加
わ
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援

事
業
の
必
須
事
業
に
追
加
さ
れ
る
も
の

は
、
以
下
の
2
つ
に
な
り
ま
す
。
①
意
思

疎
通
支
援
を
行
う
者
の
う
ち
、
特
に
専
門

性
の
高
い
者
を
養
成
し
、
ま
た
は
派
遣
す

る
事
業
、
②
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の

派
遣
に
係
る
市
町
村
の
相
互
間
の
連
絡
調

整
等
広
域
的
な
対
応
が
必
要
な
事
業
が
追

加
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
事
業
を
追
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に

お
け
る
共
生
を
実
現
す
る
た

め
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
資

す
る
よ
う
、
地
域
社
会
の
側
へ

の
働
き
か
け
の
強
化
、
地
域
に

お
け
る
自
発
的
な
取
り
組
み
の

支
援
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

体
不
自
由
者
に
、
重
度
の
知
的
障
害
者
・

精
神
障
害
者
が
加
わ
り
ま
し
た
。
障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
て
い

た
サ
ー
ビ
ス
で
、
食
事
や
排
泄
等
の
身
体

介
護
や
家
事
援
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
、
移
動
介
助
等
を
提
供
し
ま
す
。

平
成
26
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

②�

共
同
生
活
介
護
の
共
同
生
活
援
助
へ
の

一
元
化

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
共
同
生
活
介
護

（
以
下
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
と
共
同
生
活
援
助

（
以
下
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
が
一
元
化
さ

れ
ま
す
。
共
同
生
活
を
送
る
拠
点
に
お
い

て
、
日
常
生
活
上
の
相
談
に
加
え
障
害
者

に
と
っ
て
必
要
な
食
事
、
入
浴
、
排
泄
等

の
介
護
や
そ
の
他
の
援
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
現
状
で
は
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
介
護
が
必

要
な
障
害
者
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
日

中
就
労
や
就
労
継
続
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
障
害
者
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
今
後
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
が
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
共
同
生
活
を
送
る
場
と
し
て
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に

か
わ
り
ま
す
。

③
地
域
移
行
支
援
の
対
象
の
拡
大

　

精
神
病
院
や
障
害
者
支
援
施
設
等
か
ら

退
院
・
退
所
す
る
障
害
者
が
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
へ
の
移
行
を

支
援
す
る
地
域
移
行
支
援
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、

促
進
及
び
意
思
疎
通
支
援
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．�私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
っ
て
、
地
域

社
会
の
な
か
で
障
害
者
が
当
た
り
前
の
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
基
盤
整

備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
障

害
者
の
法
制
度
は
対
象
と
な
る
障
害
者
や

そ
の
家
族
、
支
援
者
等
だ
け
が
関
心
を
も

て
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。宮
城
県
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
に

対
し
て
尽
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

障
害
者
基
本
法
の
理
念
に
も
あ
る
「
す

べ
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
受
す
る

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
自
身
が
障
害
者
や
障
害
者
が

抱
え
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
対
し
て
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。（
寄
稿
）

～
平
成
25
年
4
月
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
～

は
じ
め
に

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
は
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
（
以
下
障
害
者
総
合
支
援
法
）」
に
か

わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
障
害
者
総
合

支
援
法
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
障
害
者
総
合
支
援

法
は
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
す
の

で
、
い
つ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
開
始
さ
れ

る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が

か
わ
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
．�障
害
者
自
立
支
援
法
か
ら

障
害
者
総
合
支
援
法
に
か

わ
る
理
由

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
支
援
費
制
度

に
か
わ
っ
て
平
成
18
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
の
特
徴
は

主
に
5
つ
あ
り
ま
す
。①
障
害
の
種
別（
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）
に
関

わ
ら
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
為
の
仕
組

み
を
一
元
化
し
た
こ
と
、
②
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
障
害
者
が
働
け
る
た
め
の
支

援
を
重
視
し
た
こ
と
、
③
地
域
の
限
ら
れ

た
社
会
資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う
規
制
緩

和
を
行
い
、
身
近
な
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
④
障
害

程
度
区
分
を
設
け
、
支
給
手
続
き
の
公
平

性
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
審
査
会

に
よ
っ
て
審
査
を
受
け
た
上
で
支
給
を
決

定
す
る
流
れ
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
⑤
安

定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
為
に
、
利
用
者

自
身
も
１
割
の
負
担
を
負
う
等
、
皆
で
負

担
し
合
う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
施
行
当
初
か

ら
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
一
部
改
正

が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
平
成
20
年
10
月
31

日
に
は
障
害
者
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟

（
以
下
違
憲
訴
訟
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
応
益
負
担

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
が
重

け
れ
ば
重
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
る
と

い
う
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
所
得
に
応

じ
た
軽
減
措
置
は
あ
る
も
の
の
、
障
害
に

起
因
す
る
様
々
な
不
自
由
を
解
消
す
る
為

に
（
当
た
り
前
の
生
活
を
送
る
為
に
）
健

常
者
に
は
な
い
費
用
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
等
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
廃
止
す

べ
き
法
律
だ
と
訴
え
た
も
の
で
し
た
。

　

障
害
者
総
合
支
援
法
は
、
違
憲
訴
訟
の

和
解
で
示
さ
れ
た
基
本
合
意
が
十
分
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
課
題
を
引
き
ず
っ
た
形
で

の
施
行
に
な
り
ま
す
。
今
後
望
ま
し
い
姿

に
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
．�障
害
者
総
合
支
援
法
の　

ポ
イ
ン
ト

　

こ
こ
か
ら
は
障
害
者
総
合
支
援
法
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

⑴
障
害
者
の
範
囲
の
拡
大

　

障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、難
病
等（
治

療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他

の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る

も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
者
）
も
障
害
者

と
し
て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
難
病
等
の

範
囲
は
当
面
の
措
置
と
し
て
、「
難
病
患

者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
の
対
象
疾
患

（
１
３
０
疾
患
お
よ
び
関
節
リ
ウ
マ
チ
）

と
し
て
施
行
さ
れ
、
新
た
な
難
病
対
策
助

成
の
対
象
疾
患
の
範
囲
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
児
に
お
い
て
も
同
様
に
、
児
童
福

祉
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
難
病

等
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
障
害
福
祉

障
害
者
の
生
活
を

総
合
的
に
支
援

准
教
授
　
志
水
　
田
鶴
子

東
北
福
祉
大
学
大
学
院　

社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福

祉
学
専
攻　

修
士
課
程
修
了
。

平
成
8
年
か
ら
東
北
文
化
学
園
専
門
学
校
介
護
福
祉
科
専

任
講
師
、
平
成
12
年
か
ら
東
北
文
化
学
園
大
学
医
療
福
祉

学
部
保
健
福
祉
学
科
助
手
・
講
師
を
務
め
る
。

平
成
19
年
か
ら
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
人
間
学
部
総
合
福

祉
学
科
講
師
を
経
て
、
平
成
22
年
か
ら
現
職
。

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
人
間
学
部
総
合
福
祉
学
科
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